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西東京市

委員会の審査から

委員会の審査から委員会の審査から

駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員
会

で
は
、
こ
の
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
再
開
発
事
業
の
特
別

会
計
（
平
成
22
年
度
補
正
予
算

及
び
平
成
23
年
度
当
初
予
算
）

を
審
査
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
の
審
査
か
ら

【
説
明
】
予
算
の
総
額
は
、
８

億
921
万
１
千
円
で
あ
る
（
対
前

年
度
59.8
％
減
）
。
内
容
と
し
て

は
第
３
期
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
築
造
工
事
や
電
柱
等

の
移
設
補
償
費
等
、
駅
前
広
場

の
公
共
施
設
関
連
事
業
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
】

・
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の

耐
震
化
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

・
工
事
に
つ
い
て
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
資
材

発
注
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

＊
「
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

及
び
「
み
ど
り
基
金
条
例
」
の

審
査
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
審
査
に
関
連
性
が
あ
る
た
め

企
画
総
務
委
員
会
・
建
設
環
境

委
員
会
連
合
審
査
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

に
お
い
て
、
賛
成
全
員
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

「
み
ど
り
基
金
条
例
」

【
説
明
】
本
条
例
は
、
西
東
京

市
の
緑
化
事
業
を
図
る
た
め
に

制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

こ
の
条
例
を
つ
く
る
目
的

は
。
現
在
あ
る
ま
ち
づ
く
り
整

備
基
金
の
ほ
か
に
本
基
金
を
設

置
す
る
理
由
は
。

答　

東
京
都
と
区
市
町
村
で
策

定
し
た
、
み
ど
り
確
保
の
総
合

的
な
指
針
に
基
づ
き
み
ど
り
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
財
源
の
確
保
が
最
重
要

で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
整
備
基

金
の
再
編
に
伴
い
、
ま
ち
づ
く

り
整
備
基
金
か
ら
独
立
さ
せ
る

「
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関

す
る
条
例
」

【
説
明
】
地
方
公
務
員
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
修
学
部
分
休
業

は
、
職
員
自
ら
の
意
思
で
公
務

に
関
す
る
能
力
向
上
に
資
す
る

学
習
を
行
う
た
め
、
そ
の
勤
務

の
一
部
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
、
本
市
に

お
い
て
も
導
入
す
る
に
当
た
り
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　

法
制
化
の
趣
旨
は
、
職
員

の
能
力
開
発
や
資
質
向
上
で
あ

る
が
、
職
員
が
そ
の
業
務
に
お

い
て
専
門
性
を
高
め
る
と
い
っ

た
趣
旨
で
い
い
の
か
。

答　

職
員
の
自
主
性
、
自
発
性

を
生
か
し
た
能
力
開
発
等
の
機

会
を
提
供
す
る
制
度
な
の
で
、

現
在
の
職
務
に
対
し
て
、
よ
り

専
門
性
が
あ
れ
ば
、
一
番
ふ
さ

わ
し
い
と
思
う
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
の
業
務
に
関
す
る
専
門
性

を
築
く
と
い
う
部
分
に
つ
い
て

も
考
え
ら
れ
る
。

問　

修
学
部
分
休
業
は
職
員
と

し
て
仕
事
に
つ
い
た
そ
の
月
か

ら
で
も
取
得
で
き
る
の
か
。
回

数
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

答　

取
得
は
可
能
で
あ
る
。
回

数
の
制
限
は
な
い
。
た
だ
し
、

修
学
部
分
休
業
の
成
果
を
公
務

の
能
力
向
上
と
し
て
還
元
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

修
学
部
分
休
業
の
た
め
長
期
間

に
わ
た
り
勤
務
時
間
の
一
部
を

職
務
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
続
く

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か

ら
、
再
度
の
修
学
の
承
認
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
修
学
部
分
休

業
の
期
間
が
終
わ
っ
て
か
ら
お

お
む
ね
5
年
間
は
承
認
し
な
い

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
平
成
23
年
度
に
お
い

て
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
に
保
険
料
の
見
直
し
を
諮
問

し
、
そ
の
答
申
に
基
づ
き
、
保

険
料
の
賦
課
限
度
額
の
改
正
を

す
る
も
の
。
施
行
日
は
平
成
23

年
４
月
１
日
で
、
改
正
内
容
は

次
の
と
お
り
。

・
基
礎
賦
課
額
の
賦
課
限
度
額

を
「
47
万
円
」
か
ら
「
50
万

円
」
に
改
正
す
る
。

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課

額
は
「
12
万
円
」
を
「
13
万

円
」
に
改
正
す
る
。

・
介
護
納
付
金
賦
課
額
は
「
９

万
円
」
を
「
10
万
円
」
に
改

正
す
る
。

　

な
お
、
国
で
は
平
成
23
年
度

も
、
賦
課
限
度
額
を
４
万
円
引

き
上
げ
て
77
万
円
と
す
る
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
を

予
定
し
て
い
る
。
西
東
京
市
の

現
行
賦
課
限
度
額
が
68
万
円
な

の
で
、
国
と
の
差
は
９
万
円
に

な
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　

今
回
の
改
正
で
、
影
響
を

受
け
る
人
数
は
。

答　

医
療
分
に
つ
い
て
は
600
世

帯
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に

つ
い
て
は
528
世
帯
、
介
護
分
に

つ
い
て
は
761
世
帯
で
あ
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
か
ら
の
答
申
の
附
帯
意
見
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

附
帯
意
見
の
１
点
目
の

「
広
域
化
と
保
険
料
の
統
一
」

に
当
た
り
、
当
市
も
収
納
率
向

こ
と
で
、
み
ど
り
の
事
業
に
特

化
し
た
基
金
と
し
て
設
置
す
る
。

問　

下
保
谷
４
丁
目
の
緑
地
保

全
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

当
面
の
目
標
額
は
。

答　

相
続
税
路
線
価
と
諸
経
費

で
30
億
円
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
市
の
負
担
は
概
算
で
10

億
円
で
、
70
％
は
地
方
債
の
活

用
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

残
り
の
３
億
円
と
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
寄
附
金

１
億
６
千
万
円
の
合
計
４
億
６

千
万
円
を
基
金
に
組
み
込
ん
で

お
り
、
こ
れ
が
当
面
の
目
標
額

で
あ
る
。

問　

下
保
谷
４
丁
目
の
緑
地
だ

け
が
目
的
で
基
金
を
創
設
す
る

の
か
。

答　

市
内
に
は
公
園
の
空
白
地

域
が
あ
り
、
公
園
緑
地
の
適
正

配
置
の
考
え
か
ら
緑
地
確
保
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。
当
面
は

所
有
者
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た

当
屋
敷
林
を
指
定
し
て
進
め
た

い
。
こ
の
屋
敷
林
は
約
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
三
多
摩
で
も
初
め

て
の
規
模
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

議案や市民の皆さんから提出された請願 ･ 陳情は、原則として所管の常任委員会等で
審査を行います。
ここでは、第１回定例会で議決された主な議案等の審査の概要をお知らせします。

会
員
委
務
総
画
企

企
画
総
務
委
員
会
・

建
設
環
境
委
員
会

連
合
審
査
会

会
員
委
境
環
設
建

会
員
委
生
厚
教
文

駅
周
辺
再
開
発
等

特
別
委
員
会

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

２
点
目
の
「
医
療
費
の
縮

減
」
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診

受
診
率
向
上
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
差
額
通
知
発
行

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

３
点
目
の
「
国
・
都
の
補
助

金
増
額
」
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
さ
ら
な
る
要
望
活
動
を
し

て
い
く
。

【
結
果
】
可
否
同
数
、
委
員
長

裁
決
に
よ
り
否
決




